
に
お
き
ま
し
て
も
、
同
様
の
要
望
活

動
や
「
平
成
31
年
度
の
新
規
事
業
化

を
求
め
る
促
進
大
会
」
を
東
京
で
開

催
す
る
な
ど
、
紀
伊
半
島
を
１
周
す

る
高
速
道
路
の
早
期
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
、
新
宮
紀
宝
道
路
を
始
め
事
業

化
区
間
の
早
期
完
成
、
近
畿
自
動
車

道
紀
勢
線
の
全
線
事
業
化
を
求
め
、

高
速
道
路
に
よ
る
事
業
効
果
が
早
期

に
発
現
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

国
・
三
重
県
・
近
隣
市
町
村
・
関
係

機
関
等
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
❖ 

道
路
事
業

　

平
成
31
年
度
の
建
設
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
道
整
備
交
付
金
事
業
」

を
活
用
し
た
、
町
道
相
野
口
永
田
線

改
良
工
事
を
始
め
と
す
る
22
路
線
の

改
良
工
事
、
及
び
「
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
」
を
活
用
し
た
、

鵜
殿
地
区　

北
川
橋
を
始
め
と
す
る

２
橋
の
橋
梁
修
繕
工
事
、
及
び
43
橋

の
橋
梁
点
検
や
２
本
の
ト
ン
ネ
ル
点

検
、
ま
た
、
鵜
殿
地
区
の
新
橋
梁
の

左
岸
側
橋
梁
下
部
工
に
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
安
全
・
安
心
な

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
目
標

に
、
道
路
施
設
の
予
防
修
繕
と
計
画
的

な
道
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

教
育
施
策

　

教
育
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
「
紀
宝
町
総
合
教
育

会
議
」
を
設
置
す
る
な
か
で
、「
紀
宝

町
教
育
大
綱
」
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
現
在
、
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
、

教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興
に
関

す
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

学
力
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
、「
紀
宝

町
学
力
向
上
推
進
協
議
会
」
を
核
と

し
て
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

「
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
」
や
「
み

え
ス
タ
デ
ィ
・
チ
ェ
ッ
ク
」
の
結
果

を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な

学
び
の
保
証
と
、
豊
か
な
成
長
の
た

め
に
、
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
を

図
り
つ
つ
、
各
学
校
が
組
織
的
な
授

業
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成
30
年
度
全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
で
は
、
中
学
校
の
合
計
点
に

お
い
て
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
、
初
め
て

全
国
平
均
を
上
回
る
な
ど
、
学
力
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
の
成
果
が
、
形
と

し
て
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

児
童
生
徒
の
さ
ら
な
る
学
力
向
上
に

向
け
て
、
継
続
し
て
各
種
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
に
各
小
学
校
に
お
い

て
児
童
た
ち
が
自
主
学
習
に
取
り
組
む

時
間
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
放
課

後
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
の
居

場
所
づ
く
り
や
、
子
育
て
支
援
に
も
つ

な
が
る
「
放
課
後
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
ー

ル
」
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
長
期
休
業
中
に
各
小
学
校

区
５
会
場
に
お
い
て
、「
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
」、あ
る
い
は
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー

ル
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
児
童
た
ち

が
自
主
的
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
学

習
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
科
学
へ
の
興
味
・
関
心
を

よ
り
一
層
高
め
る
と
と
も
に
、
親
子

で
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
環
境
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
、
実
験
や
観
察
を

中
心
に
身
近
な
科
学
を
体
験
す
る
「
サ

イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
」
を
年
３
回
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 
学
校
運
営
協
議
会

　

次
に
、
学
校
運
営
に
地
域
の
声
を

積
極
的
に
生
か
し
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
「
学
校
運
営
協
議
会
」
制

度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
度

に
町
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
お
い

て
、
学
校
運
営
協
議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
を
導
入
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
学
校
の
運
営
協
議
会
を

支
援
す
る
た
め
の
母
体
と
な
る
紀
宝

町
学
校
運
営
協
議
会
連
絡
協
議
会
を

設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
連
絡
協
議
会
で
は
、
２
年
間

文
部
科
学
省
の
研
究
指
定
を
受
け
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
に

取
り
組
ん
だ
、
矢
渕
中
学
校
で
の
成

果
を
共
有
・
活
用
し
な
が
ら
、
各
学

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
↓

な
ど
、
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
教

職
員
交
流
事
業
を
継
続
・
充
実
し
、

お
互
い
に
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
す
る
な
か
で
、

本
町
教
職
員
の
資
質
能
力
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

新
宮
紀
宝
道
路

　

本
町
に
お
け
る
基
盤
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
一
般
国
道
42
号
新
宮
紀

宝
道
路
」
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、

新
宮
市
側
の
新
宮
紀
宝
道
路
熊
野
川

河
口
大
橋
の
橋
脚
３
基
の
下
部
工
事
、

ま
た
、
紀
宝
町
内
で
は
新
宮
紀
宝
道

路
紀
宝
ラ
ン
プ
橋
下
部
工
事
が
発
注

さ
れ
、
昨
年
11
月
15
日
に
は
、
ま
な

び
の
郷
に
お
い
て
紀
宝
町
内
で
初
め

て
の
工
事
説
明
会
が
国
土
交
通
省
近

畿
地
方
整
備
局
紀
南
河
川
国
道
事
務

所
主
催
で
開
催
さ
れ
、
工
事
に
着
手

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
は
、
紀
宝
町
側
の

新
宮
紀
宝
道
路
熊
野
川
河
口
大
橋
の

橋
脚
３
基
の
下
部
工
事
、
新
宮
紀
宝

道
路
紀
宝
Ｉ
Ｃ
下
部
工
事
、
新
宮
市

側
の
新
宮
紀
宝
道
路
熊
野
川
河
口
大

橋
上
部
工
事
に
着
手
す
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
地
域
に
お
け
る
高
規

格
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
畿
自

動
車
道
紀
勢
線
が
着
実
に
事
業
化
さ

れ
て
き
て
お
り
、
未
事
業
化
区
間
は
、

紀
宝
町
～
熊
野
市
間
の
約
16
㎞
及
び

新
宮
市
内
の
約
５
㎞
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
私
が
会
長
を
務
め
て

お
り
ま
す
、「
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線

（
熊
野
市
～
新
宮
市
間
）
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
」
に
お
い
て
、
平
成
30
年

度
も
３
回
、
国
土
交
通
省
、
財
務
省
、

三
重
県
、
和
歌
山
県
、
地
元
選
出
国

会
議
員
に
対
し
、
未
事
業
化
区
間
を

新
規
事
業
化
す
る
こ
と
、
建
設
中
の

一
般
国
道
42
号
新
宮
紀
宝
道
路
な
ど

を
早
期
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
、
平
成

31
年
度
道
路
関
係
予
算
で
は
、
所
要

額
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

要
望
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
三
重
、
和
歌
山
両
県
で
構
成

さ
れ
る
「
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
建

設
促
進
協
議
会
」
や
、
三
重
県
、
関

係
市
町
で
構
成
さ
れ
る
「
紀
勢
自
動

車
道
建
設
促
進
三
重
県
期
成
同
盟
会
」

お
り
、
雇
用
の
拡
大
や
、
地
域
の
活

性
化
に
繋つ

な

が
る
も
の
と
大
い
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
必
要
な
支
援
を

行
い
な
が
ら
、
紀
宝
町
に
お
け
る
商

工
業
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
❖ 

石
川
県
中な

か
の
と

能
登
町ま

ち

　

姉
妹
町
提
携
を
締
結
し
て
お
り
ま

す
石
川
県
中
能
登
町
と
は
、
平
成
31

年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

交
流
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
施
策
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
両
町
の
町
祭
参
加
に
よ
る

物
産
交
流
が
始
ま
り
、
現
在
で
は
、「
道

の
駅　

紀
宝
町
ウ
ミ
ガ
メ
公
園
」
に
お

き
ま
し
て
、
中
能
登
町
の
お
酒
等
を
販

売
、
中
能
登
町
に
お
き
ま
し
て
は
「
道

の
駅　

織
姫
の
里
な
か
の
と
」
で
、
本

町
の
み
か
ん
を
販
売
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
学
校
給
食
に
も
取
り
入
れ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
、「
紀
宝
町
商
工
会
」

及
び
「
道
の
駅　

紀
宝
町
ウ
ミ
ガ
メ
公

園
」
が
主
体
と
な
っ
て
、「
中
能
登
町

商
工
会
」
や
「
道
の
駅　

織
姫
の
里
な

か
の
と
」
と
の
物
産
交
流
の
さ
ら
な
る

充
実
・
拡
大
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
交
流
及
び

地
域
間
連
携
に
つ
き
ま
し
て
も
、
両
町

の
町
祭
を
中
心
と
し
て
引
き
続
き
取
り

組
み
を
進
め
、
本
町
と
中
能
登
町
と
の

発
展
の
た
め
に
相
乗
効
果
を
発
揮
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
に
お
き
ま
し

て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
継
続
的
に
、

町
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関

係
者
、
小
中
学
生
、
保
護
者
等
が
相

互
に
訪
問
す
る
な
か
で
、
競
技
力
の

向
上
を
図
り
な
が
ら
、
友
好
と
親
睦

を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と
柔
道

の
種
目
に
次
い
で
、
平
成
31
年
度
は
、

中
能
登
町
の
野
球
部
が
紀
宝
町
へ
来
訪

し
、
交
流
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
交
流
事
業
と
し
て
、

平
成
26
年
度
か
ら
中
能
登
町
を
訪
問

し
、
小
学
校
外
国
語
活
動
や
算
数
・

数
学
科
に
お
け
る
習
熟
度
別
少
人
数

授
業
な
ど
を
視
察
研
修
し
、
事
後
研

究
会
で
は
活
発
な
意
見
交
換
を
行
う

新宮紀宝道路熊野川河口大橋（仮）のイメージ
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